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東日本大震災 ふくしまの学びを日本・世界へ

2024年 福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム

Build Back Better, Together

よりよい復興を、ともに

2024(令和6)年 3月2日(土)

【サテライト会場】
福島県立医科大学福島駅前キャンパス
（福島県福島市）

主催：公立大学法人 福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

会場

開催日
10:00-17:10 

【メイン会場】
JA共済ビルカンファレンスホール
（東京都千代田区平河町）

報 告 書

FUKUSHIMA MEDICAL UNIVERSITY

湯野上温泉駅（下郷町）



この報告書に掲載されている講演等の内容は国際シンポジウム開催時点〔２０２４年（令和６）年３月２日〕に
おけるものです。
印(†)がついている用語は、巻末５４～５５ページに解説を掲載しています。



年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターは、2011（平 23）年６月 り、福島 発事

後の県民の さまの健康を長 に た て るた 、福島県 らの委 を けて「県民健康調

査」を実 しております。

当センターは、本調査を に実 するこ に 、調査に て られた を県民の さ

まに するこ が 務 ており、 後の健康 くりに 立てていた くた に、 の

時 の福島における に たテー で 年国際シンポジウムを開催しております。 時に、国

内外の ら 連 における新た を学 、国際社会に福島の復興の を てい

た くこ も本シンポジウムの大 ています。

６ る は、「県民健康調査」 ら られた 等を して、 日本大 電

福島 一 子 発電所事 の影響 復興の 等を国内外の り くの に理解していた

ける 、 の み して イン会 を 、 テライト会 を福島 して開催しました。シンポジウム

の前 では調査開 らの１２年間で られた科学 等について 新の 報も て当センタ

ーの教員が しました。後 では、学外の も て、 られた 等を す い

点 ら、 り でいる研究 について、 後の も ま て発 ・ 議しました。ま

た、 調講演 して、国際 子 機 （IAEA）の イ・ア ・ 子 科学・ 用局 ー

ン ス 長が、国際機 の連携を て た福島 らの教 について発 しました。

開催当日は、主催 を して 誠一理事長 学長が を し 、 いて、内 雅

福島県 事 ら本シンポジウム の を たお を りました。会 オンライン て

180 の に いた く もに、国内外 らお まりいた いた１０ の に り、講演

後を する 発 議 が行 れ、 の に しました。

本書は、シンポジウム当日の発 議 の内容を して するもので り、 の 、

のスライドを 点に て掲載しております。さらに しい内容をお りに りたい は、

当センター ームページに発 スライド 調査の を公開しておりますので、 て

いた けれ いです。

に、本書の作 に当たり 協 いた ましたシンポジストを する の さまに

く し ます もに、本書が「県民健康調査」に する理解を る一助 り、時間の

に り する ー に て、本調査の り を議 するた の して 用されるこ

を して、 行に た ての さ ていた ます。

、県民健康調査 の 理解 協 を ります お い し ます。

国際シンポジウム に



下
福島県立医科大学理事長 学長

本年は ましい で を開けました。令和６年 島地 に り く られた に く

の を します もに、 された に し心 らお いを し ます。 地の 子は、

日本大 における の 子を い さ 、 た の を広く に する

務を、 て く ております。

さて、２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催に たり、 し ます。は に、

日本大 電 福島 一 子 発電所事 らまも く１３年を る中、県民健康調査

の実 、 に たり、 くの に、 大 る 援を りましたこ を、この をお りし

まして く し ます。６ を る のシンポジウムは、福島会 て、 て

を イン会 して開催するこ いたしました。国内外 らこれまでにも して くの に

をいた 、誠に りが います。

後、本学は福島の復興を健康 医療の ら るこ をい く いたしました。 して、

教育、研究、医療 い 医科大学 しての本 の に 、県民の健康の り い

を らに し、 の に けて 進して たのです。本学に て 後の１３年間は、これらの

を、 り い で するた の新た 行 の連 でした。 して、 い る

環境の中で、 に、く けるこ く り で た復興 の ら る 、 、 を、い い

に て、 に していくステージを ています。

本日のシンポジウムでは、 の ら復興の で られた を し、

し、人 の し する 点で構 されております。国内外 ら いた

ました研究 の には、 れ れの お立 ら 発 議 を れ いです。

本シンポジウムが、本日 の に て りますこ を し、開会の

いたします。

主催
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いたします。

主催

福島県 事

さ 、こ に は。福島県 事の内 雅 です。

２０２４年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウムの開催に当たり、 を し

ます。

本日は、国内外 ら くの さ に を 、誠に りが います。

また、 さ のこれまでの研究 に く敬 を します もに、日 ら福島の復興に の

理解、 援を いておりますこ に、 て く を し ます。

福島県では、 電 福島 一 子 発電所の事 を ま 、県民の さ の に たる健康

の ・ 進を るた に、福島県立医科大学の 協 の 、県民健康調査を行 ております。

発事 ら間も く１３年が をする中、 の もに、 の固 が されてお

り、国内外の さ に、「福島の 」を正しく理解していた くた には、県民健康調査の 、科

学 に いた り すい 報を して発 し、放射線に する正しい理解を に広

ていく が ります。

こ した中で行 れる本日のシンポジウムは、 ての 開催 ります。これまで り

で た県民健康調査を り り、本県の 調査を して られた科学 を し、議 を

るこ で、 新の 報がこの ら国内外に広く発 されるもの しております。

県 いたしましては、 後も、福島県立医科大学 に連携を り がら、県民健康調査を 、

県民の さ の安 ・安心の 保に、し り り でまいります。 さ にお れましては、

をも て、 り一 のお を ります お い し ます。

に、本シンポジウムが実り いもの りますこ 、さらには、オンラインで の も 、

本日 いた いている さ のますますの 健 、 を心 らお り し 、 い

たします。

福島県



の に て

オープニングセッション

イントロダクション

「 」

セッション１ 東日本大震災からふくしまが学んだこと

1-1 200 の の  -

1-2 に て と

1-3 12 と

1-4 の の

て のつ の

1-5 に に の の

基調講演

IAEA

との  - の

セッション２ 学びを次世代につなぐ：ふくしまから日本・世界へ

2-1 の の と の て と

2-2 に の について

2-3 の に と

クロージングセッション

の
結

「 」の について
について

について

「 」

p.14 

p.16 

p.20 

p.18 

p.22 

p.24 

p.

p.

p.

p.

p.

p.56 

p.48

p.51 
p.52 
p.53 

p.49 

p.54 

p.36 

p.38 

p.40 

p.30 

p.42 

p.13 

p.29 

p.35 

p.47 

p.10 

p.32 



年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

の に て

オープニングセッション

イントロダクション

「 」

セッション１ 東日本大震災からふくしまが学んだこと

1-1 200 の の  -

1-2 に て と

1-3 12 と

1-4 の の

て のつ の

1-5 に に の の

基調講演

IAEA

との  - の

セッション２ 学びを次世代につなぐ：ふくしまから日本・世界へ

2-1 の の と の て と

2-2 に の について

2-3 の に と

クロージングセッション

の
結

「 」の について
について

について

「 」

p.14 

p.16 

p.20 

p.18 

p.22 

p.24 

p.

p.

p.

p.

p.

p.56 

p.48

p.51 
p.52 
p.53 

p.49 

p.54 

p.36 

p.38 

p.40 

p.30 

p.42 

p.13 

p.29 

p.35 

p.47 

p.10 

p.32 

ト

大戸 斉 OHTO Hitoshi

福島県立医科大学 副学長

放射線医学県民健康管理センター

副センター長 健康調査 本 長

1977（ 和52）年 福島県立医科大学医学 業、1984

（ 和59）年 医学博士( 大学)、1987（ 和62）年 福

島県立医科大学助教 、1994（平 ６）年 省 外研究

員（ ア大学 ン ランシス ）、2000（平 12）

年 福島県立医科大学教 。2010 2014（平 22～26）

年 大医学 長、2013 （平 25～）年 大副学長。こ

の間、日本 ・ 治療学会理事長（2007 2011（平

19～23）年）、また2003（平 15）年 福島医学会 、2010

（平 22）年 日本 治療学会 医学 、

2016（平 28）年 日本 治療学会村 、

2023（令和５）年 和 学術 を 。

安村 誠司 YASUMURA Seiji

福島県立医科大学 理事（県民健康 当）

副学長（県民健康 当）

医学 公 生学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター長

1984（ 和５ ）年 大学医学 業、1989（平 ）年

大学院博士 （医学博士）した。 1998（平 10）

年に 人 研究所 学 に し、 大学医学

公 生学講 講師、助教 を て、2000（平 12）年

福島県立医科大学医学 公 生学講 教 に した。

2011（平 23）年６月 大放射線医学県民健康管理セン

ター副センター長（～2015（平 ２７）年）を した。2017

（平 29）年 大理事（教育・研究） 副学長（学務 当）、

2020（令和２）年 大理事（県民健康・新学 ） 副学長

（県民健康）、2021（令和３）年 大理事（県民健康・保健科

学 ） 副学長（県民健康） た。2023（令和５）年６月

22 日 り、放射線医学県民健康管理センター長に り、

に る。

県民健康調査の ト ー “Study Protocol for

the Fukushima Health Management Survey”

(Journal of Epidemiology, 2012) を、また、調査の

、 後 の に つ い て “Achievements and

Current Status of the Fukushima Health

Management Survey” (Journal of Epidemiology,

2022) を した。 さらに 、 “Public Health in a

Nuclear Disaster Message from Fukushima”

(Hiroshima University Press, 2016, Yasumura &

Kamiya, Co-editor) を した。

1996（平 ）年 日本公 生学会 を した。

2017～2022（平 29～令和４）年 日本学術会議会員。

2023（令和５）年 月 ら、 府の新 イン ンザ等

進会議委員（議長 理）。

ッ

志村 浩己 SHIMURA Hiroki

福島県立医科大学 副理事

医学 臨床検査医学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 副セ

ンター長

1986（ 和61）年 医科大学医学 業、1991（平 ３）

年 医科大学大学院 （内 ・ 学 ）。1991

～1994（平 ３～６）年 国国立 生研究所に 学。 国

後、 医科大学 内科に所 し、内 の教

育・診療 学の研究に 事。2013（平 ２５）年 福島

県立医科大学医学 臨床検査医学講 主 教 に 。

時に放射線医学県民健康管理センター内の副室長

して 検査にも 事。2018（平 ３０）年 り センター

検査 長、2023（令和５）年 り 副センター長に

。

大平 哲也 OHIRA Tetsuya

福島県立医科大学 医学 学講 主

教

放射線医学県民健康管理センター健康調

査 援 長

1990（平 ２）年 福島県立医科大学医学 業、 会津

中央病院 心 医学センター、 医科大学 病

院 二内科、 立 川 病院（ ・ 川市立 病院）内

科にて内科医、心療内科医 して 務後、1995（平 ７）年

大学大学院医学研究科環境生 学、1999（平

11）年 、博士（医学） 。2000（平 １２）年 大

府立 人病センター 団検診 一 診療主 、2001（平

13）年 大 府立健康科学センター健康開発 医長、2004

～2006（平 16～18）年 国 ネ タ大学 学・社会健康

学 研究員を て、2006（平 １ ）年 り大 大学大学

院医学 研究科公 生学教室に （医学 講師）。

2008（平 ２０）年 教 。2013（平 ２５）年 福島県

立医科大学放射線医学県民健康管理センター 学 教 、

2013（平 ２５）年 医学 学講 主 教 、 に

る。 放射線医学県民健康管理センター健康調査 援

長、 健康 進センター副センター長を 務。

1-1
石川 徹夫 ISHIKAWA Tetsuo

福島県立医科大学 医学 放射線 理

学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 本

調査・線量 室長

2013（平 25）年 月に、福島県立医科大学医学 放射線

理 学講 の教 に 、 に る。 大学 学

を1989（平 ）年に 業。 の後、放射線医学 研究所

にて、環境放射線・放射 お 線量 に20年

携 た。2000（平 12）年に広島大学で博士（医学）を

した。

フ ール （ ）



1-2
FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学 内

学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター

検査 進室長

1998（平 10）年 大学医学 業、2004（平 16）

年 大学大学院博士 、医学博士 。2004～

2007（平 １６～19）年 国 研究所（NCI） ー

ー、2005～2007（平 １７～19）年 日本学術 興会

外 研究員 。2008（平 ２０）年 大学医学

病院助教、 大学大学院 研究 ３内科 教 。

2022（令和４）年５月 福島県立医科大学医学 内

学講 主 教 に 、 に る。

1-3
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学 病内

内科学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康 進室長

1987（ 和62）年 大学医学科 業、1995（平 ７）年

国テ ス大学 ウスウ スタン センター博士研

究員、1999（平 11）年 大学医学 病院 講師、

2011（平 23）年 島大学大学院 心 管病 医学

教 、 病臨床・研究開発センター 病 ・治療研

究 長（ 務）、2016（平 28）年 福島県立医科大学

病・内 ・ 内科学講 主 教 、2017（平 29）

年 福島県立医科大学 生 病・ 病（CKD）講

教 （ 務）、2021（令和３）年 放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康 進室長 ( 務)、2021（令

和３）年 地 生 病治療学講 教 ( 務)。
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子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

ここ の健康 ・生 調査 援室 副

室長

2017（平 29）年 福島県立医科大学大学院博士

(医学)。 村(保健師) 大学病院

センター(看護師) に 事。 大学大学院地 看

護学 学中に 日本大 が こり、 県大 で実

した 国の保健師に る 戸 の健康調査に る。

援のた の調査に し、2012（平 24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター ここ の健康 ・生

に する調査 援室(助 )に 。助教・講師を て、

2023（令和５）年 センター副室長に 。一 、Ferme

Naturelle KOKUBUN副 主 して、福島県 市で夫

子 もに ・ ・ ・ の た を

した を 。2023（令和５）年 地 の 「 」

に される人 人 の 機 つ がり、 の

の 生を実 つ保護を した 団 「 の

を る会」を発 。
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藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学 長

医学 産科婦人科学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター

産婦調査室長

1988（ 和63）年 福島県立医科大学医学 業、1992

（平 ４）年 福島県立医科大学医学 大学院 し医学博

士 。1992（平 ４）年４月 り ア大学アーバ

イン 産婦人科Maternal Fetal Medicine ２年間 学。

2002（平 14）年４月 福島県立医科大学 病院

産 子医療センター講師、福島県立医科大学医学 産科

婦人科学講 を 務。2008（平 20）年４月 センター

教 。2008（平 20）年７月 り ア大学アーバ

イン 産婦人科Maternal Fetal Medicine ４ 月間

学。2009（平 21）年 月 り で る福島県立医

科大学医学 産科婦人科学講 主 教 に 。2014（平

26）年４月 り福島県立医科大学 病院副病院長（３年

間）。2020（令和２）年４月 り福島県立医科大学医学 大

学院医学 研究科科長。2022（令和４）年４月 り福島県立

医科大学医学 長。2002（平 14）年 アジア・オセア ア

産婦人科学会Young Scientist Awardを 。

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学 健康 ス

ケーシ ン学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター ス

ケーシ ン室長

1998（平 10）年 国スタン ード大学 業（生 学

）、2003（平 15）年 大学医学 業、2008（平

20）年 日本医学放射線学会 放射線治療 医、2009

（平 21）年 医学博士（ 大学大学院）、2010～2011

（平 ２２～23）年 国際 子 機 ン タント、2011

（平 23）年 大学大学院助教、2014（平 26）年

医科大学国際医療センター講師、2015（平 27）年 福島

県立医科大学 放射線 学講 教 、2021（令和３）

年 大 健康 ス ケーシ ン学講 主 教 （

）。県民健康調査においては、放射線医学県民健康管理セ

ンター ス ケーシ ン室長 して、 市 村 の

連 会 を 当。

調
イ・ア ・

May ABDEL-WAHAB

国際 子 機 （IAEA） 子 科学

用局 ー ン ス 長

ア ・ 博士は、放射線 学において３０年 の

臨床、教育、研究の を し、 は前立 が

が 治療で る。 の 連 には、医療ア セス 、

医療の 保 、安 、また の に す

るた の新た 解 が まれる。これまでに国連の子

が 管理 委員会、UNIATF、 国放射線

学会（ASTRO）の医療ア セス 委員会、放射線
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FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学 内

学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター

検査 進室長

1998（平 10）年 大学医学 業、2004（平 16）

年 大学大学院博士 、医学博士 。2004～

2007（平 １６～19）年 国 研究所（NCI） ー

ー、2005～2007（平 １７～19）年 日本学術 興会

外 研究員 。2008（平 ２０）年 大学医学

病院助教、 大学大学院 研究 ３内科 教 。

2022（令和４）年５月 福島県立医科大学医学 内

学講 主 教 に 、 に る。
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島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学 病内

内科学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康 進室長

1987（ 和62）年 大学医学科 業、1995（平 ７）年

国テ ス大学 ウスウ スタン センター博士研

究員、1999（平 11）年 大学医学 病院 講師、

2011（平 23）年 島大学大学院 心 管病 医学

教 、 病臨床・研究開発センター 病 ・治療研
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イ・ア ・

May ABDEL-WAHAB

国際 子 機 （IAEA） 子 科学
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ア ・ 博士は、放射線 学において３０年 の

臨床、教育、研究の を し、 は前立 が

が 治療で る。 の 連 には、医療ア セス 、

医療の 保 、安 、また の に す

るた の新た 解 が まれる。これまでに国連の子

が 管理 委員会、UNIATF、 国放射線

学会（ASTRO）の医療ア セス 委員会、放射線

学における医療事業 （IHE-RO） 委員会 、さ

ま ま 国内外の委員会の ンバー 委員長を務 た。また、

日本、アジア、 ー ッ での IAEA の STS（科学技術・社

会） ジ トの開発 実 を主 し、放射線の ス

ケーシ ンに する医師教育に した。 、IAEAで

の「Rays of Hope」を で主 し、 地の 点

を た 援、研究・技術 新、 放射線治療

のア セス を している。 には、 診断

医学に する Lancet Oncology 委員会報告書を、 は

放射線治療 セラノステ スに する Lancet 委員会の

ー ーを務 ている。ア ・ 博士は、 心 講

演 、 ネ ストで り、 くの を発 している。

IAEA 前は、 国 ー ランド・ ッ の 放

射線 学 長、ケース・ウ スタン大学ラー ー医学 教

を 。ノー アンド ー・シ ー博士の研

究室 協 し、新しい GHRH- 薬 放射線の 作用に

ついて研究する した。 国放射線学会（ACR）お

国放射線 学会（ASTRO）の ーで り、「Best

Doctors in America」の ストに掲載され、また、ペンシ

バ ア大学 ー ン 、ESTRO 会員 も して

いる。

ッ

坪倉 正治 TSUBOKURA Masaharu

福島県立医科大学 医学 放射線健康管

理学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 健

康 ケーシ ン室長

2006（平 18）年３月に 大学医学 を 業した後、

県・ 内の病院にて 内科医 して 務。2011（平

23）年３月の 日本大 発生 、 市立 病

院・ 中央病院・ らた中央病院を 点に主に ー

ー ウンターを用いた内 く検査を中心 する医療

援に 事。診療を行 ら、放射線に する くを

心 する の健康 、福島県お 市 村の放射線

にも ている。2020（令和２）年６月 り福島県立

医科大学放射線健康管理学講 主 教 、放射線医学県

民健康管理センター健康 ケーシ ン室長。

木 理 MIZUKI Rie

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

ここ の健康 ・生 調査 援室 講

師

国 ストン レッジにて ウンセ ン 心理学 士 、

大学にて 学博士 を 。 護 にて、心理 し

て心理 治療を行 ら、 日本大 の 地 ート調

査に し、10年に たり 県、 県、福島県で し

た子 も 育 を に を実 。2017（平 29）年４

月 り福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

務。
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内 夫 UCHIYAMA Tokio

福島学院大学 副学長

福祉学 福祉心理学科 教

1983（ 和58）年３月 大学医学 業後、 大医

学 精神医学講 局。1987（ 和62）年 り 谷

精神医学研究所 病院に 務。1988（ 和63）年 立

ケ丘病院精神科に 精神科医 して 務を開 。1994

（平 ６）年 ノース ライ 大学医学 精神科 に 学。

1997（平 ）年 り 発 診療所に 務し、 国

The Centre for Social Communication Disorders

（ Lorna Wing Centre） 学。1999（平 11）年 大

子大学 務（2009（平 21）年 ）、 年 こはま発

ッ を開 。2009（平 21）年に福島大学人間 発

学 教 に （2016（平 28）年 り子 もの ンタ

ス 援事業 進室 員教 、2022（令和４）年 ）。

日本大 後 ら発 の子 もた の 援 研究

を け、2013（平 25）年４月 り福島県立医科大学

会津医療センター 教 （2022（令和４）年３月まで）、

2016（平 28）年10月 り 国バース大学心理学科 用

研究センター（Centre for Applied Autism 

Research CAAR） 研究員 。2022（令和４）年

り福島学院大学心理福祉学 教 、2023（令和５）年 り

大副学長。
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平 KATAHIRA Yoshinori

一般社団法人 ふくしま連携復興センター

理事 事務局長

1981（ 和56）年 中央大学法学 業、1982（ 和57）

年 福島県 員に 用。保健環境 、 木 、 務 、教育

庁等の業務に 事。 日本大 時は 局主 、2012

（平 24）年 事 県民広 室長、2015（平 27）年

務 員業務 長を し、2017（平 29）年 福島県

を 。2018（平 30）年 一般社団法人ふくしま連携復興

センターに し、広 援 ーム ー ー して広

援業務に 事。2021（令和３）年 一般社団法人

ふくしま連携復興センター理事。2022（令和４）年 り一般社

団法人ふくしま連携復興センター理事 事務局長。
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田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学 健康 ス

ケーシ ン学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター ス

ケーシ ン室長

（ は p６ 調講演 長の を のこ 。）



会
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学 ・

学講 教

放射線医学県民健康管理センター 教

国 ネ タ の イ ー ッ （ イ ー医科大学）で医

師 医学博士 を 後、 ッ に病理学

学 の研 医 して 務。 の後、ア 社 中

センターに 務し、 時に ネアポ ス 人医療

センター バン の医長お ネ タ大学助教 に 。

ア ラ ント センターのポー ・ ランド

博士の いに り センターの副医長に し、 の後、

オーストラ ア 社 ービスのジ アン・ ン 博士

の で 医学教育 ラムの して 用され、

学 して イーン ランド に 務。

（平 ）年 福島県立医科大学医学 ・

学講 の大戸斉教 （当時）に いされ、 講 講師

に 、 講 教 を て、 （平 ）年 講

放射線医学県民健康管理センターの教 に 。 日本大

後、 国 らの を けるも福島に り、福島医

大の 復興 に 事。 （令和２）年には日本の

も し、 後も福島県の長 復興に協 してい た

い ている。

：大 （福島県立医科大学）

「県民健康調査」

（福島県立医科大学）

イント シ ン
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（福島県立医科大学）

イント シ ン



福島県立医科大学 理事（県民健康 当） 副学長

（県民健康 当）

医学 公 生学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島 発事 後の県民の健康

を るた の福島県 らの委 事業 して

「県民健康調査」を実 している。 年 イ

ン会 を 、 テライト会 を福島に

する もに、Zoom も 用した イ

ッド で開催した。

講演では、 年 報告した を中心に

るが、調査 の は 年 の

で り、 日までに明ら にされた

所 をさらに 認するもので る。 お、福島

県では、地 、津 、放射

に れ、 連 が りも い

が、放射線に る は で る（スライ

ド１）。

さて、「県民健康調査」は、外 く線量†

を する 本調査 県民の健康 を

するた の４つの 調査で構 されてい

る。 調査には、 †検査、健康診査、

ここ の健康 ・生 に する調査、

産婦に する調査が まれている（スラ

イド２）。

本調査では、事 後４ 月間の外

く線量を した 民（ 46.7 人）の

は、 年 の報告 ら 99.8%

の 民は ５mSv で た（スライド３）。

検査では、検査５ までの検査

25 時、３０ 時の 検査が行 れ、

328人に / いの が

つ た（スライド４）。検 委員会/ 検

査 会では、検査４ までの を解

し、 が 放射線 くの間に

連は され い の をしている。

会での ート内 研究†に

る解 でも、線量 の発生のオッ †に

連は認 られてい い（スライド５）。

検査では、検査の ット ットを理

解してもら た で、検査 診の 無を 認

している。

健康診査では、 、 、 、

病等の ス が、 等に り した

こ が たが、放射線影響を す所 は認

られ た（スライド６）。

一 、ここ の健康 ・生 に する

調査では、K６† に り 般 精神健康

の い人 PCL† に りトラウ 連

が い人、SDQ† に り 行 等の

た 援が 子 もの は、事 後

は一般 団 り た。この は 年

に しているが、 の は 2020（令和２）

年 も していた。スライド７に子 もの

SDQ の を した。 般 精神健康 は、

県外に した 民の が県内 の 民

り い が た。 発事 の放射線

くに り 影響の が る

る 民の も県外 の 民の が い

が た。2020（令和２）年 の 産婦

に する調査に いても、 産 、 生

、 ・ 発生 等は、

国 ータ は が た（スライド ）。

これらの所 について日本 学会の

に を 、検 委員会 解を

た。 の つ の は、2020（令

和２）年 にも認 られた。 時に、本調査で

は 検査 に 民に 援を

行 ている。

イント シ ン 「県民健康調査」
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： （福島県立医科大学）、大平 （福島県立医科大学）

セ シ ン

東日 大 学 と

の の

に て と

と

の の

て のつ の

に に の の



福島県立医科大学 医学 放射線 理 学講
主 教

放射線医学県民健康管理センター 本調査・線
量 室長

発事 後、福島県内では環境中の放射

線レ が に したが、当時は放射線

が しておら 、 民が の

くの を るこ は で た。 こで、

人の事 後の行 に する 報を て、

れをも に外 く線量†（環境中の放射

線 ら ける線量）を する 本調査が開

された。調査の る は、 して

の当日 ら 年７月１日の間に、福島県

内に 民 が た で る。 る

２０６ 人に、事 後の行 を する

診 （スライド１）を した。 診 は３月１１

日 ら７月１１日までの４ 月間の行 を

する に ている。

送された 診 をも に、 に

された日 の 所 放射線レ （ 間

線量 ）の ッ を ン ータ で

るこ に て、線量 が行 れる（ス

ライド２）。 送された 診 は、一 に線

量 、 を行 て た（スライド３）。

診 は４ 月間の行 を する

に ているが、中には行 の が４

月 の も る。行 の が４ 月

た も て、 までに で ５５

５ 人に線量の を行 た。

一 で、 した線量は地 で

され、報告、 発 が行 れて た。県

で、４ 月間の行 を した は

46 ７２５６人（2023（令和５）年３月３１日

）で、 の線量の平 は０.8mSv、

は２５mSvで た（スライド４）。

の について線量は３mSv で た。

福島 一 発の する 地 でも、大

の が3mSv の線量で た。この

線量 に して「県民健康調査」検

委員会では、「４ 月間の外 く線量

では るが、 放射線に る健康影響が

る は にくい される」 している。

WHO UNSCEAR い た国際機 で

も、福島県民に する線量 を行 ている

（スライド５）。WHOは２０１２（平 ２４）年の

報告書で、 、 村の 民について事

後１年間の線量を１０～５０mSv した。

た し、これは に事 後４

月間 し、１日 たりの 外 時間は

時間 い 、 て安 の に

い た 線 量 で た 。 の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」で

は、 本調査で られた実際の ターン

を 用した が報告された。これに る 、

当 のWHOの に て、線量は

の１ るいは れ の線量 た。この

らも、事 後の行 が 実 線量

に で たこ が る。事 後の

行 は、 †の内 く線量†

にも 用されている（スライド６）。

本調査の たして た 調査で

られた をま る 、スライド７の に

る。

1-1 調査 – 200 人 線 –
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福島県立医科大学 医学 放射線 理 学講
主 教

放射線医学県民健康管理センター 本調査・線
量 室長

発事 後、福島県内では環境中の放射

線レ が に したが、当時は放射線

が しておら 、 民が の

くの を るこ は で た。 こで、

人の事 後の行 に する 報を て、

れをも に外 く線量†（環境中の放射

線 ら ける線量）を する 本調査が開

された。調査の る は、 して

の当日 ら 年７月１日の間に、福島県

内に 民 が た で る。 る

２０６ 人に、事 後の行 を する

診 （スライド１）を した。 診 は３月１１

日 ら７月１１日までの４ 月間の行 を

する に ている。

送された 診 をも に、 に

された日 の 所 放射線レ （ 間

線量 ）の ッ を ン ータ で

るこ に て、線量 が行 れる（ス

ライド２）。 送された 診 は、一 に線

量 、 を行 て た（スライド３）。

診 は４ 月間の行 を する

に ているが、中には行 の が４

月 の も る。行 の が４ 月

た も て、 までに で ５５

５ 人に線量の を行 た。

一 で、 した線量は地 で

され、報告、 発 が行 れて た。県

で、４ 月間の行 を した は

46 ７２５６人（2023（令和５）年３月３１日

）で、 の線量の平 は０.8mSv、

は２５mSvで た（スライド４）。

の について線量は３mSv で た。

福島 一 発の する 地 でも、大

の が3mSv の線量で た。この

線量 に して「県民健康調査」検

委員会では、「４ 月間の外 く線量

では るが、 放射線に る健康影響が

る は にくい される」 している。

WHO UNSCEAR い た国際機 で

も、福島県民に する線量 を行 ている

（スライド５）。WHOは２０１２（平 ２４）年の

報告書で、 、 村の 民について事

後１年間の線量を１０～５０mSv した。

た し、これは に事 後４

月間 し、１日 たりの 外 時間は

時間 い 、 て安 の に

い た 線 量 で た 。 の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」で

は、 本調査で られた実際の ターン

を 用した が報告された。これに る 、

当 のWHOの に て、線量は

の１ るいは れ の線量 た。この

らも、事 後の行 が 実 線量

に で たこ が る。事 後の

行 は、 †の内 く線量†

にも 用されている（スライド６）。

本調査の たして た 調査で

られた をま る 、スライド７の に

る。

1-1 調査 – 200 人 線 –





例：「親戚の家」など緯度
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福島県立医科大学 医学 内 学講 主
教
放射線医学県民健康管理センター 検査

進室長

２０１１（平 ２３）年３月の 日本大 後

の福島 一 子 発電所事 後に放 され

た放射線に て が が する

が されたた 、福島県では、事

後 ら 時に１ で た県内

年 生した ３ 人を する

検査を用いた 検査を実 してい

る。

行検査が２０１１（平 ２３）年 ら開 さ

れ、 行検査 の を行 での本 検

査が２０１４（平 ２６）年 ら行 れ、２０２４

（令和６）年３月の時点で本 検査（検査６

） ２５ 時、３０ 時の の検査が行

れている。 れ れの検査では、 検

査に て の「の 」「 」の

を し、２０ １ のの

の は、 り国内学会の診断

で が れる は

診†を行 ている。

２０２３（令和５）年 月３０日までに３２ 人

が 診に て、 または い 診

断されている（スライド ）。 本調査の に

く 人の 等 線量†を し、

検査またはが で された「 」

に する 研究†では、「 いし

い 診断された の発 」 「放射

線 く線量」の間に、 学 量・

は認 られてい い（スライド２）。

検査の二 検査 診 （スライド３）

診の実 （スライド４）には県内の地

が り、「 る 」の

「 または い」の発 は年 が

い の が いこ が明ら に て

いる。 が の発 にはさま ま †

子が している が されてい

る（スライド５）。

検査には、 ット・ ットが る

こ が されている。生 れ に

す もしれ い が を発 している

、の が発 されるこ で

安に るこ が検査の ット して

られている。 検査では、

診の を け、治療を し

い が の発 の に る もに、

ここ のケア・ ポート ームに る 診 に

する精神 ポートを行い、 ットを

り するこ を し がら、検

査を される の を り がら検査

を実 している（スライド ）。

査によ 科学 と 学
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福島県立医科大学 医学 内 学講 主
教
放射線医学県民健康管理センター 検査

進室長

２０１１（平 ２３）年３月の 日本大 後

の福島 一 子 発電所事 後に放 され

た放射線に て が が する

が されたた 、福島県では、事

後 ら 時に１ で た県内

年 生した ３ 人を する

検査を用いた 検査を実 してい

る。

行検査が２０１１（平 ２３）年 ら開 さ

れ、 行検査 の を行 での本 検

査が２０１４（平 ２６）年 ら行 れ、２０２４

（令和６）年３月の時点で本 検査（検査６

） ２５ 時、３０ 時の の検査が行

れている。 れ れの検査では、 検

査に て の「の 」「 」の

を し、２０ １ のの

の は、 り国内学会の診断

で が れる は

診†を行 ている。

２０２３（令和５）年 月３０日までに３２ 人

が 診に て、 または い 診

断されている（スライド ）。 本調査の に

く 人の 等 線量†を し、

検査またはが で された「 」

に する 研究†では、「 いし

い 診断された の発 」 「放射

線 く線量」の間に、 学 量・

は認 られてい い（スライド２）。

検査の二 検査 診 （スライド３）

診の実 （スライド４）には県内の地

が り、「 る 」の

「 または い」の発 は年 が

い の が いこ が明ら に て

いる。 が の発 にはさま ま †

子が している が されてい

る（スライド５）。

検査には、 ット・ ットが る

こ が されている。生 れ に

す もしれ い が を発 している

、の が発 されるこ で

安に るこ が検査の ット して

られている。 検査では、

診の を け、治療を し

い が の発 の に る もに、

ここ のケア・ ポート ームに る 診 に

する精神 ポートを行い、 ットを

り するこ を し がら、検

査を される の を り がら検査

を実 している（スライド ）。

査によ 科学 と 学
の ま

し の ッ

20 3-7

（ ）

/ の / の

の

16 査 会 より

2. ト の

のケ ・ ト

査 に医 査 説

査、福島県立医大 サポート ーム（ 、 理 ）

学

査、 に 医学 に医

2013 2023年 に 306会場

の ト （ ）

査 に 医 済 に サポート

2023年6月30日

1. の

会場（ 、 日を ）

WEB ールセンター

医 （県 85、県 146）*

査

*2023年12月31日
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福島県立医科大学 医学 病内 内科
学講 主 教

放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
進室長

は に

日本大 福島 一 発事 は、

民に心理 、 影響を した。

「県民健康調査」では、 地 民の「健康

診査」を実 し、生 病の 病の

発 、 治療につ るこ を し

ている（ ）。本セ

ッシ ンでは１２年間の「健康診査」で た

こ を した。

「健康診査」で たこ

健康診査では、福島 一 発 １３市

村の 民で、 された５４ ０ ７人（１６～ ４

）について、２０１７（平 ２ ）年 までの

線量 生 病発 の を調査した。

の 、 線量２ 年 は、

年 に て、 、 病、

、 、 機 、

の した（年 ・ 調 ）。し

し、 、生 連 子で調 する

の は した。 のこ ら、

民の事 後４ 月の 線量が いこ

が生 病の発 に 連した は

にくく、 生 の が生

病の発 に影響している が され

る（スライド１～３）。

される機 †

一般に、生 病 れに 、
†は、社会 環境 子が 生

（ 、 事、 、大

量 ） つくこ で発 し、 に

るいは精神 、社会 機 を

す られている。 後、 民の

は、生 の 精神 ストレスに

て、 るいは ・ に 連す

る健康 を さ ている される

（スライド４）。

「健康診査」で るこれ ら

生 病を し、 を た に

は、 、国、地 、 人レ での が

で る。「健康診査」には、 人レ での

（健康 ライ スタイ 、健康 テラシ

ー等）を 援するこ 、地 レ の

（地 行 ・地 社会・ ・学 ・ 府団

（ 、 ）での 等） 協 するこ

で、 地 民の生 病を い

、生 の 援 、治療 の し

等の り みを 、 に れを する

こ が まれる（スライド５～ ）。
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福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
ここ の健康 ・生 調査 援室 副室長

ここ の健康 ・生 に する調査（こ

こ ら調査）は、 の ンタ ス 生

の を長 に する もに、

れらの健康 報を にアウト ー † の電

話 援等を行 こ を している（スライ

ド１）。 の 般 精神健康 は、

後に に しているが、

してい い人を した調査の イ ス

３ りも い で る（スライド２）。ま

た、心 の が生 た の して、

も も いのは で たが、「 で

る人 機 は い」 した人も の

いた（スライド３）。 が い人の

は、４０～６４ 、 、 の さ、一

人 らしで り、 般 精神健康 の さ

の の が明ら に た。

社会 つ がりは ンタ スの に

で り、 に は日 生

の 機 で、も も 援

で る い れている。また、 は る

ものの に し い人は、 般 精神

健康 の ス が１ ３３ で るこ も

た。 のた 、 のみ ら 、 の

の 無を 認するこ に て、 イ ス

の にい くア セスで る が明

ら に た（スライド４）。

に、 の 援 地 の市

村等 の連携について、「つ がり」 い

点で検 した。ま 、「 つ がる」アウ

ト ー の電話 援は、調査 に 公

認心理師 保健師等の ームが

に 電する 援 法で る。これは、 ら

助けを るこ がで い に 援

ら につ がる 援で り、 の

電話 援の の は７ を てい

る（スライド５）。 に、「 援 のつ がり」

で る。福島の は日本 地に して

いるので、日 ら県内外の の 援機

報 の を 、 を くこ

が大 で る（スライド６）。さらに、「地 つ

がる」た には、 に 地 の市 村

の が で る。 た が実 する調査

の 理解 で り協 に ていた く

た 、 市 村の を り れた調査

の 調査 の 協 のお

い 、 いの連携協 が で る（スライ

ド７）。 後に、「時間でつ がる」で る。

後１０年 で て で た い

がおられた。 までには、人

れ れ時間が こ も る。長

り み らこ つ が た電話 援は

４ にも る。 後もここ ら調査の くの

スタッ に、 に に り い

けてい たい（スライド ）。

福島 メンタル ルス ：
調査 人 り 大
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福島県立医科大学 医学 長
医学 産科婦人科学講 主 教
放射線医学県民健康管理センター 産婦調査

室長

日本大 電 福島 一 子

発電所事 の福島県の 産婦のここ

ら の健康 を し、 安の

ケアを するこ を に、県民

健康調査「 産婦に する調査」が行 れた。

2011～2020（平 ２３～令和２）年までの

10年間で 子健康 を け た 婦

14 人を にアンケートを実 した。2011

（平 ２３）年 年 の は５ ２

たが、 の後は５０ 前後で

していた（スライド１・ は 国の 生

生 ）。 産（ ２２～３７ の

生） の年 （スライド２）、 生

の年 （スライド３）を人

らの 国調査の に するが、 れ

れ 4.4～5.6 、8.1～9.8 国調査

り では た。また、 ・

発生 （ ）の年 では 2.19～

2.85 、一般 に れている の 2

～3% て は認 られ た（スラ

イド４）。一 、 の ンタ ス（産後

つ の ）では、２０１１（平 ２３）年は

で たが 年 に して ており、

EPDS（ ジンバラ産後 つ病 己 ）†

に した で 国調査 する 、

２０２０（令和２）年には 国 り い

レ まで した（スライド５）。さらに、「

本調査」に て られた の外 く

線量 、2011（平 ２３）年のこれら 産 、

生 生 、 ・

発生 の 連は認 られ た（スライド

６）。 を認 た 婦には、2

Svを る外 くを認 るものはい

た（スライド 7）。

の講 で 産 人 中

の 調査を行 た。 の 、

産 は、お １０～11% で 後、 に

を さ た。一 、横断法（発生月を

にした解 イ ント）では月 に、 断法

（ 月を にした解 月）では 後 1 年

内の人 中 が していた（スラ

イド ）。また、人 中 には６ 月 １

２ 月の が り、 に 年５月に し

ていた。 産 は、 日本大 の影響

を けてい いが、 後の人 中

の は、 （ ） の のタイ ン

た が り、 日本大 の

みに する では いこ が された。

線量放射線 くに して、科学 には

「安 」 い 話 けでは「安心」には がら

い。「安 」で して「安心」して生 で る環

境を作り、また に するた 、

援をするの 時に、これらの調査

を て、科学 ータを広く していくこ

で、福島県で「安 」に して「安心」して産

み育てるこ がで る環境を で れ

ている。

1- に 調査 に福島県
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大 平 哲 也（福島県立医科大学）

石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

ス ッシ ンは、 ら事前 は当日に けた を 長が し、 れに る

で進 られた。

を大 と 線 い 、

に い （代 ）

（ ） の内 く線量†は、 本調査で られた行

機シ レーシ ン†で られた大 中 るいは 中の放射

を て解 するこ に て線量を している。

の内 く線量の の 法 して一番 が い られ

ているのは、事 ら い時 に に している放射

に して を当てて する 法 が、 れは 1,000人 り

の ータし い。 のた の放射 を る 法 た

が 用している 法を し、 一 している い こ が 認で

たた 、 り くの 団に して 用で る 断し、 本調査の行

機シ レーシ ンに る 法を 用している。

また、大 外のもの して、 らの に して、 の こ た時 が３

月 たた 地 の は れ い時 で たこ 、また の が行 れた

こ 、 して の主 が で たこ 、 して一番大事 こ は、 た の 法

一番 が い を した 法 の が ているこ ら、 の

セ シ ン

「東日 大 学 と」
スカ シ ン
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らの線量で 断している。このこ は、 の査 †を た しても発 し

ており、一 の 当 が る ている。

査 † 、 線 を よ に い

（代 ）

（ ） 研究では、事 後１４日間の ら されたも

の く線量を したものを内 く線量の して用

いている。また、外 く線量†に しては、 本調査で された

線量（実 線量†）に 等 線量† 正 1.1 を けた して

している。これら、内 く 外 くを たものを放射

線 く線量 して、 研究で 用している。

と 線 に い 、 線 mSv 年

、年 調 † に い とい に 、 によ

調 と とい と 、 に mSv 年 と と

い い （代 ）

（島 ） をは 病、 の生 病が 線量２mSv 年 の

で る ているが、 れに の を する 、線量

の影響が く る い のが で る。２mSv 年 の地 にいたこ で を

くされ、生 が たこ に て に 病、 が

た 解 している。 学 には生 病 放射線 の 連は られ い はい 、科学 に

は の は では い 、も し長い で ていく が る ている。

東日 大 に 調査を開 、 前

と （代 ）

（ ）ここ ら調査は 後に開 したた 、 後１３年間の長

の は るが、 前のここ の 生 を

治 で事前に で ていれ 、 が た時に 前

後の がで るし、復興に けての に る 。ここ ら調

査では 前については 国 ータを ているが、 治 れ れ

のものが れ い。

（大平）ここ ら調査は 後に ま た調査のた 、 前 す

るこ が で る。 のた 、精神 を る人た が てい

る い を してはいるが、 前 ら のくらい た については ータを てい

い い のが事実で る。 い では、 はりここ の健康を 治 が に し、

こ た時には の ータを 用で る みを作 ておくこ が 。



ン ート調査に い 、 年 % 、

50%を い % ータ い 国平 と

も い い 県 医 ータを い （代 ）

（ ）この 産婦調査を る時に、調査 けでは く 援もするこ が に して

られた た。病院 を する 調査をする しても 産婦さ た の

のケアがで いた 、アンケート用 を して一人 り

ら いた 、 援をする を た。 は５０%前後 が、

アンケート調査の する い 断している。

の 調査は５０年 前 ら日本産婦人科医科会 横 市立大学

で行 ており、 後、福島県に が ている い

では た。また、 の講 で行 た 産・中 の ータに

しては、福島県内の ての産婦人科医療 に し、 、 産

、中 てについて を しているもので、 は

100%で る。

調査 い 線 に い い （代 ）

（ ） 本調査で 用している外 く線量の の 当 について、 つは査 †

の して発 しているこ で、科学 に 当 もの ている。も 一つは、行

間線量 の実 を にした ッ を て外 く線量を する た の 法 、

間線量 の実 では く に した放射 の実 ら 間線量 を に て

、 れ 行 て解 するUNSCEARの 法 の が 一 してい

る。主にこの２つの理 ら、 の 当 は る 保されている ている。

線 と ラフ 、 りに と 、線

も いとい 説 、 りに を （代 ）

（ ） 研究においては、 等 線量を３mSv 、３

mSv １０mSv 、１０mSv の に けている。「

いし い」発 のオッ は り いが、 く る 線

量 して が ているのでは い 。 に検

す で るた 、 、生まれた年、検査 、 診されている検査

、 時点で調 子を用いて解 をした 、

学 に は認 ら い い こ に る。

（ ）二 検査 診 診実 の地 については調 し

てい いの 。

（ ）二 検査 診 診実 、 にも検査の に影響を る 子はいくつ

るが、 時点では調 で い 子 して り ている。 る検 を てい たい

ている。

ル ービ 、 民 とい ータ

によ 、 によ い い （代 ）
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ている。

ル ービ 、 民 とい ータ

によ 、 によ い い （代 ）

（島 ） ノービ 民の 病 の は されている。一般 に、大

事 の後には 病が る事は く られている。 に 線量２ 年

の に 病は ているが、 の影響を調 する が く く るた 、 の

影響が に大 い ている。当 、放射線の影響を く無 している けでは く、長

に てい たい ている。

（大平）ストレスが 病の発 に影響する は までも れているが、県民健康調査で

も 病発 に するストレスの影響について調査している 。

（島 ） 病では い を７年間 した こ 、 に ストレスの影響で 病が て

おり、 に調 る に興 いこ に、 れは で こり

すいこ が た。 の理 して、 はストレスを ている

こ を に で るが、 はストレスを ているこ を

に したがら 、アンケートに した時には り進 に

ている。アンケート の の らも、 で 病

発 ストレスの が すく ているのでは い

ている。

調査 い を 場 、 を

い （代 ）

（ ） 援 の 保については、県内外の の に をし

たが、 れ に本学 の 人 つ がりで くの 援 に携

ていた いた。 年前 らいに く県外 らの 援 く実 で

る に たのが実 で る。 援 の について、保健師、心

理士 は 人 援の が、 後は の り

が 援 に けられる い こ が く、 して に し

がら に するこ に りのストレスを ていた。 のた

、当 ら いに ケーシ ンを たり まし たり、 り

に する の を学 りした。

（大平） 援するつもりの 援 が られるのは につらい 。 ーシ ン

を保 ける 法について教 て しい。

（ ）つらいこ も たこ もみ で語り のが つの 法 。 れに、 り

けで く、電話 らこ 話 た、 の話を聞いてもら て た い の が

ーシ ンにつ がる。

福島 放射線 と と いとい 調査

と理解 い 、 り に い い

い人に い （代 ）

（ ） 産婦調査では に ・ 発生 が日本 国の一般 レ

ら いこ が 認で たが、 れに 、産後の つ が 国 ら いレ まで た

こ が調査開 ら１０年で した理 で る。 後 年間は福島県内の５ 所に 市

村の保健師、産婦人科医院・病院の助産師、看護師た に ま ていた 、 こで調査 を



報告していた。 でも年に１ 、 子保健研 会で県内の助産師、保健師た に報告している。

国 でも福島県の ・ 発生 が 国 ら いこ を 報 していた

いたが、 の後は 報 され く た。「 国 ら い」 い ータ ら 、

さ も興 が く ているの もしれ いが、 でも学会 で報告する 、 さ に て

いた く はしている。

県民を に 調査 、 よ に 県民にフ ー

、県民 に ータを い （代 ）

（ ）県民 の ードバッ い 点では、 人に する ードバッ 、 県民に する

ードバッ ２つ る ている。 人に しては した線量を れ れに してい

る。 県民に する ードバッ しては、調査 を「県民健康調査」検 委員会で報告して

いるし、市 村 の線量 は、事 後し らくの間、新聞にも掲載していた いた。県民の

生 に の に 立てるの い 点については、 も、 時 こにいた 等を 診 に

載していた けれ 、行 に いて線量 して れ れにお ら している。

（ ） 本調査を けてい い ら けたい の に しては、 の に しているの

。

（ ） 本調査は 中で り、 診 を送 する の をしているので、ま は

いた たい。

査 い い い にも

い 、 よ も よ に調査に い （代 ）

（ ） の おり、 検査で発 されるが 外にも、 が 診断され治療し

ている はいる。 研究の に しては 検査で発 された が に 、

国の病院でが 診断された が される「が 」の ータも て検 している。

時点でで る りの が の を し、 の について解 をしている。

：田 （福島県立医科大学）

国際 と – 福島

メイ ル （国際 IAEA ）

調
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・ ・

国際 子 機 （IAEA） 子 科学 用局
ー ン ス 長

放射線 くの一般 を る際

は、地 民 が の に 報を 理し、

理解し、 ス を するの を し、

り すく 報を て するこ が で

る。また、放射線の影響を する

地 民が、 の 、人間の が一般

に、 の 報 理の に いて、 の

に理解するの を るこ も で る。

て、 ケーシ ンの には、

を発 の ら 、 長 （ る ）、

（ る ）、 （本 ） い

た る を認 する が る（スライド

１）。

さらに、 の して、 ス テラシー†

が り、 のレ は、社会 地 、

、 語、年 、民 、教育、認 、認 に

て る。 ス テラシーは、医療 のア

セス の 用、医療 の

作用、またセ ケアに て、健康 臨床

に影響を すた 、 する

が る。 診時における 行 は、医療

の ケーシ ンに影響を

る。 、 、 医師の

の 、 病 のものの 、 て

ケーシ ンに影響する で る。

して、 ス ケーシ ンは 環で り、

の で の ケーシ ン

調和、 して ッ ケーシ ン

広が ていく。し し に のは、影響

を ける地 社会 の り ケー

シ ン、 して 報発 の内容で る

（スライド２～４）。

IAEA は、長年に たる日本 の

ジ トを て、放射線 ス 、放射

線 タ ン 、 して技術 、医師、一

般市民が り に で る ケ

ーシ ン に り で た。

IAEA ー ン ス もまた、 広島

大学、 福島県立医科大学、 長崎大学

協 し、放射線・健康・社会に する教育・

研究 ジ トを長年に た て実 し、科

学・技術・社会研究（STS） ラムの開

発 国際会議、STS、医学 理学・放射線

における トレー ン ー シ ッ

を開催して た。この協 は、 の後の

ーの ジ トを てさらに 大さ

れ、 の が り、 民 の放

射線に する に し、大 を て協

を した。国際 ネット ー

ジ トについてはスライドを いた

たい（スライド５～７）。

STS ジ トにおける IAEA の国際

協 の は、 発事 における日本

国際保健 テ の を した

もので り、 時に、学 教 を生 し、

の を み たもので る。間も く

スタートする新た STS ジ トでも、福

島での れた り みを し、社会におけ

る放射線 ス 、Rays of Hope†イ シア

を して 、医療に する に り

で る（スライド ）。

調 国際 と – 福島
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・ ・

国際 子 機 （IAEA） 子 科学 用局
ー ン ス 長

放射線 くの一般 を る際

は、地 民 が の に 報を 理し、

理解し、 ス を するの を し、

り すく 報を て するこ が で

る。また、放射線の影響を する

地 民が、 の 、人間の が一般

に、 の 報 理の に いて、 の

に理解するの を るこ も で る。
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を発 の ら 、 長 （ る ）、

（ る ）、 （本 ） い

た る を認 する が る（スライド
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、 語、年 、民 、教育、認 、認 に

て る。 ス テラシーは、医療 のア

セス の 用、医療 の
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る。 、 、 医師の
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発 国際会議、STS、医学 理学・放射線

における トレー ン ー シ ッ

を開催して た。この協 は、 の後の

ーの ジ トを てさらに 大さ

れ、 の が り、 民 の放

射線に する に し、大 を て協

を した。国際 ネット ー

ジ トについてはスライドを いた

たい（スライド５～７）。

STS ジ トにおける IAEA の国際

協 の は、 発事 における日本

国際保健 テ の を した

もので り、 時に、学 教 を生 し、

の を み たもので る。間も く

スタートする新た STS ジ トでも、福

島での れた り みを し、社会におけ

る放射線 ス 、Rays of Hope†イ シア

を して 、医療に する に り

で る（スライド ）。

調 国際 と – 福島

https://mi-psych.com.au/your-brains-3-emotion-regulation-systems/
https://quarterjack.tumblr.com/post/138626982205/triunebrain-humanbrain-brain-reptiles-mammals

Adapted from Paasche-Orlow and Wolf (2007)

Source: Adapted from Ong, L. M., De Haes, J. C., Hoos, A. M., & Lammes, F. B. (1995). Doctor-patient communication: a review of the literature. Social science & medicine, 40(7), 903-918.

WHO Risk Communication Training: http://www.who.int/risk-communication/training/module-b/en/index1.html
P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. Houghton Mifflin. pp.620-623. 
http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

Image: P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. 
Houghton Mifflin. pp.620-623. http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

o

o






Adapted after: Radiation Risk Communication in Fukushima from an STS Perspective Gregory Clancey, National University 
of Singapore, 2019
https://www.healthcareitnews.com/news/5-point-communication-strategy-help-reduce-clinicians-cognitive-load

CM and TM 2020:
+ Brazil, Egypt, Ukraine

TM November 2021:
+ Norway, Russia, Kazakhstan, 
Philippines

CM June 2022
+ Belgium (3 SCK CEN and 4 
Academic)

https://www.iaea.org/sites/default/files/19/10/milestones-document-2019.pdf

•
•
•
•
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ら事前または当日 け けた をも に、田巻倫明教 イ・ア ・

博士 の間で を行 た。

（田 ）ア ・ 生の講演では、 ケーシ ンの 本 こ ら、 さ

地 社会 の ケーシ ンの み にも れていた いた。また、 の

事 の に する 、 発事 の福島県立医科大学 の連携について

も いた いた。

県民健康調査 健康 タ ン に い 、 い い と医 、 い 医

と 民と ーシ ン を よ に 用 と

（ ル ）本日お話した ケーシ ンの 法 科学・技術・社会研究（ ）の

ラムで学 こ ので るテ ッ を、 の に県民健康調査 に つけるの

は に で る。 調査研究 実 調査に て られた ータは、 れらが理

解され けれ の も た い。 ケーシ ンは 語、人生 の人が

れている に て解 が てくるた 、人 に て に で る。一般

に地 民 の 援団 のつ がりが い医師は、 こで が ているの を

に ・理解するこ が 地 民を ポートする で に で る。もし技術

科学 けの テ で れ 、 こで 用する 用語を話すこ で りるが、 、

一般の学 の 生が を りたが ている には、 の の 員が理解で る

語を 、 り い ケーシ ンを ら い り、 くの ータ 報も に

理解され い が る。 の ているこ を に理解するた には、お い

に の ケーシ ンを る が している。この地 で人 して生 る中で、理

解で たり、 解されたりするこ は、 日この にいる ての にも が る

。 の点で の ラムには、 る ンセ トを さ て するた の

テ ッ が まれているので、 にして しい。

（田 ） レ 、 の いが ても、理解 「 」で話すこ が

で るこ を ていた いた。
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ら事前または当日 け けた をも に、田巻倫明教 イ・ア ・
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（田 ）ア ・ 生の講演では、 ケーシ ンの 本 こ ら、 さ

地 社会 の ケーシ ンの み にも れていた いた。また、 の
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も いた いた。

県民健康調査 健康 タ ン に い 、 い い と医 、 い 医

と 民と ーシ ン を よ に 用 と

（ ル ）本日お話した ケーシ ンの 法 科学・技術・社会研究（ ）の

ラムで学 こ ので るテ ッ を、 の に県民健康調査 に つけるの

は に で る。 調査研究 実 調査に て られた ータは、 れらが理

解され けれ の も た い。 ケーシ ンは 語、人生 の人が

れている に て解 が てくるた 、人 に て に で る。一般

に地 民 の 援団 のつ がりが い医師は、 こで が ているの を

に ・理解するこ が 地 民を ポートする で に で る。もし技術

科学 けの テ で れ 、 こで 用する 用語を話すこ で りるが、 、

一般の学 の 生が を りたが ている には、 の の 員が理解で る

語を 、 り い ケーシ ンを ら い り、 くの ータ 報も に

理解され い が る。 の ているこ を に理解するた には、お い

に の ケーシ ンを る が している。この地 で人 して生 る中で、理

解で たり、 解されたりするこ は、 日この にいる ての にも が る

。 の点で の ラムには、 る ンセ トを さ て するた の

テ ッ が まれているので、 にして しい。

（田 ） レ 、 の いが ても、理解 「 」で話すこ が

で るこ を ていた いた。

「 年 放射線 線 健康 とい ス

に 調査」に い 、放射線 ス † と 、 （平 ）年

と （平 ）年と と い い よ に ー と

と （代 ）

（ ル ） ータを するこ は が、 れ けで く、 国際線に一

る のくらい くする 、 の地 の 放射線 の でいる地 の れ

を する 、 の りに るこ で り すく説明したり たりするこ も で る。

ジ トでは、 国のさま ま 地 ら人が まり している。 の

には、 放射線が いこ で られるインドの る地 もいたが、 らは、

の でいる地 の線量が いの 、 れは を するの を理解していた。また、 己

も で る。福島の 作業 が の で、 で するこ は、 、 の地が

い た の を し、 己 するこ がで る。 して ま た ータを の に解

する い は に もの る。

放射線 に に い 、ビキ 、 島 、 市民

を い い 放射線 と 、 よ

国民 に （代 ）

（ ル ） に る での に るが、放射線の 一般市民 の は、

医師 の に く ている。 では、医師 は 等の して に議

する に り、 れに り で治療 を するこ がで る に た。 の

に、 が に 報を して れで り い のは、 く も１ も前の話しで る。

大 の は治療を けるに当た て 報を調 るこ がで るが、 の には

が 。インターネットを して 報を す 、 た 報に され い 、 の 報 の

用 を に 認する が る。また、お いが協 するこ （ ート ーシッ ）の を

れては ら い。 もが ての の に れる けでは く、 環 の 医

が放射線治療を理解している は ら い。福島県立医科大学 の の大学では、放射線に

する教育時間を し 、放射線の理解を 進する をしている。 もが

に トレー ン を けられる けでは いた 、 い に れ い

こ が る。 はい りの 人で り、 れ

れの レ 、 が る い こ を に

くこ で、お いを理解するこ に がるは で る。

（田 ） 発事 後の福島県立医科大学 の連携協

は、 に 益 もので り、 後放射線に する ス

ケーシ ン に大いに 立つもの ている。





 



福島学院大学 副学長

福祉学 福祉心理学科 教

日本大 発 月後、福島県

の 治 員 り福島大学に 務してい

た のも に「 の い が

ている」 の が り、 りの子 もに

が ているの 、実 を解明するた の

調査 援を開 した。 の後１０年 に

り、 は当 治 の協 を て、

健康診査 診 を用いた健診を けた 子

てを にした調査を している（スライ

ド１）。

診 ータを した こ 、 後

ら 年後に健診を 診した、つまり

に を した１ ・３ の の

団では、 前に健診を 診した を

してい い 地 の の 団

して、 の を つ子 もが て

いるこ が た。 年後には、

の は 前の に りつつ

たが、 が解 され の

が 発 するに い、 、子 もの

団の中で の さが される に

た（スライド２～４）。

こで、 は、子 もた の 時

を調 るこ が 、 （平

）年 り 学２年生・５年生の保護 を

にしたアンケート調査を た。 れ れ

の学年について３年間 の ータを した

、 当時は もしくは 生 た

学２年生の中で 援 ー の い子 も

は、すでに３ 健診時に し くが る

の が されていたこ が た。

また、アンケート実 時点における保護 の

健康 の さ 、子 もの 生後、長

間に たる 生 も影響しているこ が

た。 学５年生で 援 ー の い子

もは、３ 健診時 アンケート実 時の

時点において、 が 夫の ポートが

している ており、長 間に たり、

が ら ポートを られてい い

認 していた（スライド５ ６）。

これらの調査 ら、 学生時に 援

ー の い 子は、 ら の が

り、 の に 援 が に す

るこ で 子の の につ がる

が る。さらに、 援 ー の い 子は

の大 事が発生した際には生

が長 する い た を すい

こ も た。調査 地 では、 ポート

が られているた 、 い ポート

を 援 ー の い 子に 実に ける

た の を構 する が る。本研究の

点は、 健診の ータ 学 の

ータを けて で る事 が た

こ で る。 後は、 援のた の

ータ が で り、当 治 連携

し 援に 立つ調査研究を していく（ス

ライド７）。

福島 も 理 と ：
調査 と
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に を した１ ・３ の の
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してい い 地 の の 団
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が 発 するに い、 、子 もの
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にしたアンケート調査を た。 れ れ
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、 当時は もしくは 生 た

学２年生の中で 援 ー の い子 も
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間に たる 生 も影響しているこ が
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もは、３ 健診時 アンケート実 時の

時点において、 が 夫の ポートが

している ており、長 間に たり、

が ら ポートを られてい い

認 していた（スライド５ ６）。

これらの調査 ら、 学生時に 援

ー の い 子は、 ら の が

り、 の に 援 が に す

るこ で 子の の につ がる

が る。さらに、 援 ー の い 子は

の大 事が発生した際には生

が長 する い た を すい

こ も た。調査 地 では、 ポート

が られているた 、 い ポート

を 援 ー の い 子に 実に ける

た の を構 する が る。本研究の

点は、 健診の ータ 学 の

ータを けて で る事 が た

こ で る。 後は、 援のた の

ータ が で り、当 治 連携

し 援に 立つ調査研究を していく（ス
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一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事
事務局長

日本大 子 に り、

お、 ２ 人の県民が県外 している。

ふくしま連携復興センターでは、福島県

ら「県外 の ・ 援事業」を

し、 国２６ 所において の民間

団 連携し、 らの に た

て た。 事業は 2016（平 ２ ）年 ら

まり、 の 、 会の開催 を

行 て た（スライド１ ２）。

生 援 点を ている団 の

くは一般のNPO の 援団 が、

で る、公認心理師協会 社会福祉士会、

精神保健福祉士が ている こ も る。

事業開 当 は、 保に する

助 の 援 に する 報を

るもの が た。 の後、 ンタ

スの を ている れる らの

生 の 生 般に す

る が て た（スライド３～５）。

援 の の生 の

に て 援 ー も している。ま

た、時間の もに、 が る

は の ら生

して ているこ が た。 の には、

に る地 テ らの 立 い

が しているもの られる（スライ

ド６）。

地 テ ら 立している

は、 に ても の発 が れ

たり、 ら を にくい い が る。

に、 ンタ スに が る

、 ら 報を るこ が しく、

の けでは生 を するこ が に

てくる。

こ した をふま 、 が 、 る

いは い れを するに 、 の地

の生 して、 援していくこ が で

り、地 の社会 連携していくこ が一

て ている。 に、社会が地

の 機 に り け て ていたもの

が、社会の に も い、 援 ー

して れて ている。

地 の の機 に るもの して、

国では、 援 事業† ケ

ース ネジ ント† 横断 みの

で 援していくた の を作 してい

る。広 の 援に際しても れ れの

地 において、平時 らし り 連携してい

くこ が で るこ ら、こ した が

る。

の 島地 においても広

の が生 、また、 、 トラ 地

地 大 の発生も さ

れている。 日本大 で られた教

を 機会に発 、 していくこ が

こ い る（スライド７ ）。

2-2 東日 大 によ に
い
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お、 ２ 人の県民が県外 している。

ふくしま連携復興センターでは、福島県

ら「県外 の ・ 援事業」を

し、 国２６ 所において の民間
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に る地 テ らの 立 い

が しているもの られる（スライ

ド６）。
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の生 して、 援していくこ が で

り、地 の社会 連携していくこ が一

て ている。 に、社会が地

の 機 に り け て ていたもの

が、社会の に も い、 援 ー

して れて ている。

地 の の機 に るもの して、

国では、 援 事業† ケ

ース ネジ ント† 横断 みの

で 援していくた の を作 してい

る。広 の 援に際しても れ れの

地 において、平時 らし り 連携してい

くこ が で るこ ら、こ した が

る。

の 島地 においても広

の が生 、また、 、 トラ 地

地 大 の発生も さ

れている。 日本大 で られた教

を 機会に発 、 していくこ が

こ い る（スライド７ ）。
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福島県立医科大学 医学 健康 ス ケーシ
ン学講 主 教
放射線医学県民健康管理センター ス ケ

ーシ ン室長

福島県「県民健康調査」は、調査 援の

二つの で り立 ている。本発 では、福

島県「県民健康調査」を て、放射線医学

県民健康管理センターが行 ている ス

ケーシ ン 援 を する（スラ

イド１）。

健康診査では、健診 のま 健康

進のた の ー レットを に 人

に し、 の 市 村 の

を報告書にま 、 市 村に してい

る。また、市 村の に て「健康セ

ー」を開催している（２０１６～２０２２〔平 ２

～令和４〕年 まで １７７ 開催）（スライド

２）。

検査では、検査 の保護

に けて 新の に る

を り 「 」を年２ 発

行し送 している。また、検査を て医師、

看護師、臨床心理士 に る医

学 ・心理 ・社会 ポートを してい

る。２０２２（令和４）年 らは、 い の

が を にした ア ポート†

も ま た。 の 、 検査に する理

解を ていた く で、 に て、

学 では 前 業、保護 等 けには

説明会も開催している（スライド３）。

ここ の健康 ・生 に する調査で

は、セ ケアに 立つ 助 を 人

に送 しているが、 援 に

援が 断された には電話 援

で ポートを している（年間

）。また、 援 に て、健康に

する 報 医療機 、 を

する「ここ の健康 生 ポート ッ

」を送 している。 に本調査では市 村

の調査 をま 、 の に いた

助 を している（スライド４ ５）。

産婦に する調査では、「心 の健

康 ポート ッ （福島県 発行）」

調査 をま た ー レットを調査

に し、 内容に て の助産

師・保健師 が電話 ー で ・ 援

を行 た。また、市 村 産婦人科 の

機 連携し、地 での 援に た。

本調査 は、 、 の 産婦 援

に されている（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、

地 １３市 村 の連携を るた に、「１３

市 村連 会」を実 し、「県民健康調査」の

を する に、 市 村の

を し、 援に る

ている。２０１３～２０２２（平 ２５～令和４）

年 まで ３４２ 実 しており、この連 会

ら 援がで る 、センター内

大学の も連携し 援

の に当た ている。この連 会 を

て、県民健康調査の に、１３市 村の

・ ・ を で る に 後も

していく所 で る（スライド７ ）。

県民健康管理センター 市町 に ス
ーシ ンと



年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

福島県立医科大学 医学 健康 ス ケーシ
ン学講 主 教
放射線医学県民健康管理センター ス ケ
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に送 しているが、 援 に
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）。また、 援 に て、健康に
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」を送 している。 に本調査では市 村
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産婦に する調査では、「心 の健
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を行 た。また、市 村 産婦人科 の
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本調査 は、 、 の 産婦 援
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していく所 で る（スライド７ ）。

県民健康管理センター 市町 に ス
ーシ ンと

•

•

•

•

•

スライ スライ

スライ 3 スライ 4

スライ 5 スライ 6

スライ 7 スライ 8

放射線医学県民健康管理センターホームページに スライ を掲載 い



長 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

木 理 （福島県立医科大学）

内 夫（福 島 学 院 大 学 ）

平 （ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

ス ッシ ンは、 ら事前または当日に けた を 長が し、 れに る

で進 られた。

健 「 と 」と「 」に い 、 前 ータ い

に 前より とい 理解 よい （代 ）

（ ）健診内容は市 村が るもので り、 の調査地 では 前に実 してい

たが、たまたま 前に「こ 」 「 し く」を に れるこ が ま ていたた 、2011

（平 ２３）年 ら ータが る。 前 り た については、 に て ていて、

ているものも るし、一 が たものも る。こ の れ は まりしている。

に い 、 に とい

と 、 よ 解 を い （代 ）

（ 平） に て社会福祉協議会 の を 内したり、地 の ードバン を

する している。 治 の 本人が 診している医療機 のケース ー ー つ こ

も る。 している 報に く こ までの 援を している。

セ シ ン

「学 を 代に ： 日 」
スカ シ ン
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長 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

木 理 （福島県立医科大学）

内 夫（福 島 学 院 大 学 ）

平 （ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

ス ッシ ンは、 ら事前または当日に けた を 長が し、 れに る

で進 られた。

健 「 と 」と「 」に い 、 前 ータ い

に 前より とい 理解 よい （代 ）

（ ）健診内容は市 村が るもので り、 の調査地 では 前に実 してい

たが、たまたま 前に「こ 」 「 し く」を に れるこ が ま ていたた 、2011

（平 ２３）年 ら ータが る。 前 り た については、 に て ていて、

ているものも るし、一 が たものも る。こ の れ は まりしている。

に い 、 に とい

と 、 よ 解 を い （代 ）

（ 平） に て社会福祉協議会 の を 内したり、地 の ードバン を

する している。 治 の 本人が 診している医療機 のケース ー ー つ こ

も る。 している 報に く こ までの 援を している。

セ シ ン

「学 を 代に ： 日 」
スカ シ ン

市町 会 、 を 、放射 、 に

（代 ）

（田 ）１３市 村連 会では保健師 保健福祉 当 員 しており、放射 環境

に する は れ てこ い。保健師 らは、放射線に する 安は りつつ

て、 の は く ている れるこ が いが、県民健康調査を しく ら

い 新 の 当 もいるので、 報 は 行 ていく が る。また、１３

市 村 れ れで が い、 では している。 に している 、 の

の けでは く、 してい い のア セスもし けれ ら いこ が大 も

聞く。 のた 、 に実際に行 て、 ー を するこ が大事で、 こで調査の内

容 を正 に 、 援に がる 連 会にしたい ている。

（ ） も したが、市 村に て ー が 。 に を解 し

た こ 解 した こ では ースの が く ので、こ ら が こに

点を て 報 する が大事 。

健康 もに に い を とい と 、

と 、 を い い （代 ）

（ ） の調査地 （福島県 り）での保護 の 健康 の さは、保護 が「

援が り い 主 に ている」こ 「 生 が長 いている」こ が く している

こ が た。 調査を の影響の い 地 で行 た は、子 も時 （３

時）の の発 援 ー が保護 の 健康 ン していたが、

の調査地 では 外にも れ ン してい た。これは では るが、 の調査地

が、 後に社会構 が たり、地 に が たりしたた れる。

（ ）保護 の 援について、 に教 ていた ける 。

（ ） 後、 健診に て心理士を していた。 後１～２年は放射線に する

安が に たので、 れを け つつ、正 報を ていこ た。３～４

年 てくる 、子 もの の さが して て た。 し で 大

ら に たり、 けが くに行 ている 構

が たこ に る も たので、子 もの行 に し

ては る く アドバイスをした。当時は ていた保育

発 援の療育センター の社会 が く たこ

も り、 にも で 、子 もを ける も く り、 立

を て 安 に た さ が たの 。

にも りでは一時 に が たこ が た。

と 、 い と （代 ）

（ 平） 、 本 中国地 の 、 地 国 地で が発生しており、

日本大 ・ 子 に る が こにいるの が理解されにくく ている。

子 に る は、福島県内に 民 を いたまま している。 でも 発

法 に て には は られているものの、 治 で れが 理解さ



れている い でも い。 治 ら る 、 ここに で

いるのに 民 が いの い こ に る。 のアイ ンテ テ

しては、 学 、 るいは る転 では いた 、 の

を一 に説明するこ も に る。

（ ） 治 の に行 たけれ もスムー

に話が進ま 、 援に を い にす

るこ が る。 い た 、 の

をされているの 。

（ 平） い た は に 行したり、 を 援している福

島県の 員が て話を進 るこ も る。

、 い よ と とを い い

（代 ）

（ 平） の話 に るが、 日本大 での実 に て、 治 ら で る

して認 され、 が た に に が るこ も る。

も も福島市に い 放射線 大 、

、 調 り を い り 、線 健康 いレ ル

り、 に放射線を と ストレスフル に いと 、 に

に い 、 主 を 人 福島 いと い

い 福島 い と を と い

（代 ）

（田 ） は放射線治療医 が、放射線は に しいもので る ている。これまでの日

本の 福島 一 発事 を る 、放射線にはネ テ イ ージが しても いて

くる ら 。県民健康調査 の「 の 影響が る 」 い に

し、 後は「 影響が る」 る人は６ いたが、 は３ を るくらいまでに

している。し し、 を一般の に聞く 、県外 の が 「福島では 影響

が る」 する が い。

一 、が 治療の さ に しても に放射線の副作用 について話すが、 さ

は放射線 の りが の の が大 いので、「放射線のこ は く ら いが、

生のこ を している ら治療して。」 。 発事 での「 く ら い ら い」 い

の で る。 る 、放射線に

して人間が する は、 の

も るが、 れにまつ る 安、 、

の 。 ら「放射線が い」

い の に が るの 、本当は

が 安 の を るこ が大事 。

、福島は い ている人に、
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一 、が 治療の さ に しても に放射線の副作用 について話すが、 さ

は放射線 の りが の の が大 いので、「放射線のこ は く ら いが、

生のこ を している ら治療して。」 。 発事 での「 く ら い ら い」 い

の で る。 る 、放射線に

して人間が する は、 の

も るが、 れにまつ る 安、 、

の 。 ら「放射線が い」

い の に が るの 、本当は

が 安 の を るこ が大事 。

、福島は い ている人に、

福島の放射線は大 夫 レ ーしても 安は解 され い 。 が いの 、

に ているの を に聞いて、こ らを してもら た時に、 に放射線に する

が して てくるの 。実は ス ケーシ ンでは放射線のこ を

るこ も大事 が、 れ 局の こ に放射線 は く の い 安心が て、

の中で は ケーシ ンする を に ている。 ら に する しては、

友人に り て、 の ケーシ ンをして、 いの がで た時に、ふ 放射

線、 こ も た 、 たりするの 。 れは県民健

康調査にも る こ で、福島県民が健康に生 ていけるた に

が一生 ていく中で、 にみ さ が放射線の影響 て

に いの て た い で解 していくの

ている。

（ ）本当に放射線のこ に ている ての人がこの１３年間、

も も 当た た 。科学 事実は大事 が、ま

いの が て 線が た で い に く ら い。

は県民健康調査で科学 事実を していくの 時に、

を るこ も ても大事 て 。

県民健康調査 もSDQ† K † を調 い 、 を

に調査 い K に い い も 日 人 平 より い

に も 、 年、 年を と 、 い に

（ ）

（ ） 日は りの る 治 の ータをお ししたが、これを りの 治 でも

ている。 りでも地 に て い 復興 の進 は た 、地 に た

い ポートが で る。 外に新た が い地 も る。 こは新 、

、 の ー が３つ り、し も子 もの人 が に ている。実 は

治 に て い、 も ので、 れ れの 子を く て、保健師 に協議し

がら こ を ていくこ が ても大事で る。 い では、SDQ を大 い

で るの 時に、 人、 の さい で 援を ていくこ が 後

。

ウ ルス に い、 も と ポスト

代 、 を い い （代 ）

（ 平） の を解 するた には地 の社会 につ る が り、平時 ら地

の連携を るこ が に大事 ている。 ケース ネジ ント 福祉の

援 事業 、いくつ の事業を 用し がら、 れ れの地 で の る を

作 ていくこ が大事で る。

（ ）広 の 援について、 に る 援は 後 ていく 。

（ 平）時間の に て が る。１０年 て 人は１０ 年を る。 する 護が

に る い が てくる。時間の に て ていく に し、地 に

を て行 こ が り大事 ている。



県民健康調査 も 県民 に い 、 に

、 を い い

（田 ）県民健康調査の に いて、 健康 を していくこ が大事 。

また、放射線 福島 の いイ ージが もに固 してしま ている。 に 影響

放射線影響についての 報 、 の中でも 産婦調査で た子 もた には影響が く

てい い い こ を発 し けるこ が に てくる 。

（ 平） 日、 る 業の 会で広 に する話をしたが、ま に がいる

は ら た い 話も た。広 の が る い こ を い けるこ が大事

ている。

（ ）放射線の影響をネ テ に ている人はま 構いて、臨床で も会 ている

に く されるこ も る。 ら正 報を発 し けるこ は ても大事で る。

れ ら、 の地 の 援 が、 援を する 子を助けるス を に けていくこ が

大事 ので、 らが い すい ラムを作 て、 た で れを していける

に れ いい ている。 れ ら、地 の 援 も ストレスを ている。 らが

で る も作 てい たい ている。
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は ら た い 話も た。広 の が る い こ を い けるこ が大事

ている。

（ ）放射線の影響をネ テ に ている人はま 構いて、臨床で も会 ている

に く されるこ も る。 ら正 報を発 し けるこ は ても大事で る。

れ ら、 の地 の 援 が、 援を する 子を助けるス を に けていくこ が

大事 ので、 らが い すい ラムを作 て、 た で れを していける

に れ いい ている。 れ ら、地 の 援 も ストレスを ている。 らが

で る も作 てい たい ている。

福島県立医科大学副理事長

会に当たり、 し ます。

２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催に たり、実に くの らお を り、

さまの 援・ 協 に りまして、無事ここに 会を るこ がで ますこ 、本学を して

く し ます。

のシンポジウムでは、国内外の の に 、 れ れの に しての大

お話を しました。また、 の さま らの を ま た ス ッシ ンは、「県民健

康調査」 福島の についての理解を ていた く、 機会 たのでは いでし

。

さて、本日の講演 の内容を し り てみたい います。

セッシ ン１では、当センター教員が外 く線量を する 本調査、健康 を する

調査を て られた 等について しく説明しました。

調講演では、国際 子 機 （IAEA）の イ・ア ・ 博士 り、放射線影響の認

セス、放射線 ス の 法、 一般市民 の ス ケーシ ン の み

等について発 が りました。

セッシ ン２では、 られた 等を す い 点 ら、 り でいる研究

について、 後の も ま て発 ・ し、 る県民の健康の ・ 進につ る もに、

国内外で 後 こり る 事に する について ました。

の中で、福島学院大学の内 夫 生 らは、 に を した 団において、発

の一 に が るこ が 明したこ ら、保護 のアンケート調査を行い、 され

る 援 ー を検 している い が りました。

一般社団法人ふくしま連携復興センター理事 事務局長の 平 らは、県外 の

・ 援事業を行 ているこ 、 の 内容の を ま 、 を 地 での生

して 援するこ の大 さの が りました。

また、本学教員 り、 市 村に する ス ケーシ ン 援 の が され

ました。

この に、 広い 点 ら、 に 議 が 開され、 くの を るこ が

ましたこ は、この い で います。

本学 しましては、これ らも、広く の連携を るこ に て、福島の復興 の 生

に する もに、県民健康調査を て県民一人 りに り い がら、 さまの健康を

けたい います。

りますが、 らた て、本シンポジウムに ・ 協 く さいました ての に し、

心 らの 、本学 の益 の 理解・ 協 をお いいたしまして、 会の さ ていた

ます。 りが いました。

会



20２４（令和６）年３月２日（ ）、JA ビ ン レンス ー （ 田 ）を イン会 、本

学福島 前 ン ス（福島市）を テライト会 して、「 日本大 ふくしまの学 を日本・ 」

をテー に、６ る国際シンポジウムを開催した。 も会 オンライン の イ ッド

開催 した。会 は 会 ３０ 、福島会 １７ 、オンライン は１２ 、 １７６ が した。

当日は日 ２ 語で発 し、 らの をも に ス ッシ ンを行 た。後日、YouTubeで

のオン ンド に り、当日 で た も で る にした。

開催

（ ート と ）

ラシ（ ）と

（ ）

（ ースとレシー ー）

（福島サテライト会場 ）（ ）
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をテー に、６ る国際シンポジウムを開催した。 も会 オンライン の イ ッド

開催 した。会 は 会 ３０ 、福島会 １７ 、オンライン は１２ 、 １７６ が した。

当日は日 ２ 語で発 し、 らの をも に ス ッシ ンを行 た。後日、YouTubeで

のオン ンド に り、当日 で た も で る にした。

開催

（ ート と ）

ラシ（ ）と

（ ）

（ ースとレシー ー）

（福島サテライト会場 ）（ ）

１７６ の の 、６ の らアンケート の 協 をいた 、 に をま まし

た。 協 いた いた には心 り し ます。

（ ）

主 （ ）

り を 5 い

ても
り す た

り す た ら もい い りにく た
ても りにく

た

１７ ３６ １４ ０ ２

２５% ５２% ２０% ０% ３%

を を 5 い

大 ら もい い
まり

してい い
く してい い

１４ ３４ １３ ３ ５

２０% ４ % １ % ５% ７%

シンポジウムに 、 法を

Zoom 会

３ ２ ２

５６% ４１% ３%

年 地 業

人 人 人

70 ７ １０% 福島県内 ３４ ４ % 保健・医療 事 ２２ ３２%

60 １ ２ % 福島県外 1 ６ % 教員 １４ ２０%

50 ２５ ３６% 福島県外 2 ２ ４１% 行 １３ １ %

40 １０ １５% 日本国外 １ １% 学生 ２ ３%

30 ６ %
1 時は県内、 は県外にお

まいの

2 時も も県外にお まいの

業 ２ ３%

20 １ １% 会社員 １ １%

10 １ １% の １５ ２２

ン ート
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Advice

Consultation
and Support

連携
Cooperation

国
Institutions in Japan

国際
International Institutions

「県民健康調査」
会

Prefectural Oversight Committee 
for the Fukushima Health 

Management Survey

Commission

健康調査 査 を 人 管

放射線に

・Maintaining the health check records of
participants

・Providing information on radiation

フ ー
Follow-up

Consultation and 
Support

県民健康調査（県民 ）
Fukushima Health Management Survey( for Fukushima residents)

管理
Long-term health management

健康 を

Following up the health of the
residents

査
Thyroid Ultrasound Examination

健康 に
調査（ 調査）

Mental Health and Lifestyle Survey

健康 査
Comprehensive Health Check

に 調査
Pregnancy and Birth Survey

健福
Social Health and Welfare Department

ホール カウンター
Whole Body Counter
人線

Personal Dosimeter

福島県
Fukushima Prefecture

放射線医学県民健康管理センター
Radiation Medical Science Center

for the Fukushima Health
Management Survey

福島県立医科大学
Fukushima Medical University

調査
Basic Survey

県民健康管理ファイル
Health Management File

調査
Detailed Surveys

県民 に 健康管理と に 用
健康管理をと を 代に 用

・Promoting long-term health of residents
・Informing and guiding future generations

線 を （ ータ）

Estimating the radiation dose (Basic data)

ータ ース
Database System

福島県「県民健康調査」



査（ 査 ） ウイルス 、 年 年 に を

査

の は「中に がたま た袋 のもの」で、健康 にも つ るこ の い のものです。

の の中は けで が いた 、が に るこ は りま 。 大 さはし し り、

くの が のの を ています。これまでの検査 ら、の は に く、 学生 中 生

には く られるこ が て ています。

は「しこり」 も れ、 の の が したものです。

には （が ）が り、 くは です。 お、5.0 でも二 検査を けた が

い 断された は しています。

が は生 に たり、健康にま たく影響し い が が い病 して、 前 ら られて

います。 は5.0 の に さいものです。 れらを発 して治療するこ は さ に

て ット られていますので、一般 に5.0 の は 診等の しい検査を行

いこ が されています。

れに らい、県民健康調査の 検査も二 検査は行 、２～５年後に 検査（一 検査）

を行 こ にしています。

査 とス ジ ール

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

査区

査
1

査
を

2011（平 23）10月
2014（平 26）3月

福島県に い
18

1992（平 4）年4月2日 2011（平 23）年4月1日

査
2

査
査と

2014（平 26）4月
2016（平 28）3月

査
5

2020（令和2）4月
2023（令和5）3月

査
6

2023（令和5）4月
2025（令和7）3月

1992（平 4）年4月2日
2012（平 24）年4月1日
20 を 2年 と、
25 25 、30 、
5年 と に 査を

結節とは
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年、 の研究 ら、放射線の線 影響に する研究が 発 されます。

子放射線の影響に する国連科学委員会（UNSCEAR）は、 広い研究 を に

し、国際 科学 ンセン スを 治 に中立の立 らま 、 に報告書の で 解を

発 しています。

民間 立の国際学術 で る国際放射線 護委員会（ICRP）は、UNSCEARの報告等を

にし がら、 の立 ら放射線 護の みに する 告を行 ています。 ICRPの

告 、国際 子 機 （IAEA）が した国際 に る 本安 を ま 、日本

でも放射線 護に する法令 等が られています。

国際 に い （放射線 ）

環境省 放射線に る健康影響等に する 一 （令和４年 ） り

https://www.env.go.jp/chemi/rhm/r4kisoshiryo/r4kiso-04-01-01.html

国際機関
世界保健機関（WHO）
国際労働機関（ILO）

経済協力開発機構原子力機関
（OECD／NEA）



印（†）が いている用語の解説 の掲載ページ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外 く線量

・内 く線量

外 く線量は、環境中の放射線を 外 ら ける

の くの大 さを すもので り、内 く線量は

を て 内に た放射 ら ける

くの大 さを す。

２

ウ を り み、 ンを作り 中に する 。

（ が を広 た ）の「 」 「 」お ２

つの間の連 「 」 ら る。

３

・ 研究

・ ート研究

・ ート内

研究

研究 は、病 を する人 病 が い人

て における に いが た を調 る

法で、 ート研究 は、 を けている 団 けてい

い 団で病 の発生 に いが る を調 る

法。 ート内 研究 は、 ート研究内で

研究を行 法。

４ オッ

る事 の こり すさを す 。オッ は、 る事 の

こる を して、 の で り、オッ は

れを 間で したもの。

５

６ （ケスラー６ ）の 。心理 ス

トレスを ら の精神 （ つ病 安

）のス ー ン テスト。

６
（ ッ スト）の 。

をス ー ン するた の の一つ。

７

（子 も

の さ さ ）の 。子 もの心理発 等を

する保護 等が 載する 。

実 線量
くした放射線が れくらい「が 」を こす を、

におし て（平 ）して した 。

し

診

（ ）

射 を けた い をしこりに して を し、 ら

れた の を で検査する 法。 を 検

査で るた 、 の正 診断 を すい。

１０ 等 線量

線量が でも放射線の に り人 の影響の

大 さが るた 、放射線の に影響の大 さに

た み けをした線量を等 線量 いい、この

が ける み けをした線量を 等 線量 い

。

１１

の を解 する際、 、 に 連

する の が するこ 。 の を「 が生 てい

る」、 を生 さ る を「 子」 。

１２ 機 発 に るまでの ム、 みのこ 。

用語
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印（†）が いている用語の解説 の掲載ページ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外 く線量

・内 く線量

外 く線量は、環境中の放射線を 外 ら ける

の くの大 さを すもので り、内 く線量は

を て 内に た放射 ら ける

くの大 さを す。

２

ウ を り み、 ンを作り 中に する 。

（ が を広 た ）の「 」 「 」お ２

つの間の連 「 」 ら る。

３

・ 研究

・ ート研究

・ ート内

研究

研究 は、病 を する人 病 が い人

て における に いが た を調 る

法で、 ート研究 は、 を けている 団 けてい

い 団で病 の発生 に いが る を調 る

法。 ート内 研究 は、 ート研究内で

研究を行 法。

４ オッ

る事 の こり すさを す 。オッ は、 る事 の

こる を して、 の で り、オッ は

れを 間で したもの。

５

６ （ケスラー６ ）の 。心理 ス

トレスを ら の精神 （ つ病 安

）のス ー ン テスト。

６
（ ッ スト）の 。

をス ー ン するた の の一つ。

７

（子 も

の さ さ ）の 。子 もの心理発 等を

する保護 等が 載する 。

実 線量
くした放射線が れくらい「が 」を こす を、

におし て（平 ）して した 。

し

診

（ ）

射 を けた い をしこりに して を し、 ら

れた の を で検査する 法。 を 検

査で るた 、 の正 診断 を すい。

１０ 等 線量

線量が でも放射線の に り人 の影響の

大 さが るた 、放射線の に影響の大 さに

た み けをした線量を等 線量 いい、この

が ける み けをした線量を 等 線量 い

。

１１

の を解 する際、 、 に 連

する の が するこ 。 の を「 が生 てい

る」、 を生 さ る を「 子」 。

１２ 機 発 に るまでの ム、 みのこ 。

用語 用 語 掲載ページ 解 説

１３
（ ）

の病 が の病 を こす けでは いが、

時に るこ で ら に り影響を すい病 のこ

。

１４ アウト ー
援が でも るにも ら いてい い人に

し、 に けて 報・ 援を ける 法。

１５

・ ・

・ （ア ー ス ー ン

テスト）の で、 の に する の ら

構 される。

１６

ジンバラ産後

つ病 己

（ ）

産後 つ病に するス ー ン 検査で り、 己

の 。

１７
機シ レー

シ ン

ン ータを た で 実の を するこ 。本

シンポジウムでは、福島 一 発 ら放 された放射

が大 中を の に して人 の 内に り まれ

たの を 学 で するこ に て、事

後の内 く を するこ を す。

１ 査

学術 に された を、 の を する研究

が で内容の 当 を ッ し、掲載する

の 断 にする 検 のこ 。

１ ス テラシー 健康 報を 、 る のこ 。

２０

が 医療における放射線医学の 用を 進し、 中でが

医療のア セス を するこ を した

のイ シア の一つ。 に放射線診断・放射線治療の

人 が している ・中所 国を 援するこ に

点を当てている。

１ ス 認 ス に する主 。

２２
援

事業

市 村において、 の 援 地 くり 援の り

みを し、子 も・ ・ ・生 い た

の 援 では し れ い “地 民の

・ した 援 ー ”に する 援

を構 するた 、「 を い 援」、「

援」、「地 くりに けた 援」を一 に実 するもの。

３
ケース ネ

ジ ント

一人 りの 生 の 等を

の 等に り した で、 に を

もつ 連携し がら、当 等の解 に けて

に 援するこ に り、 の 立・生 が進

に ネジ ントする 。

４ ア ポート

アは 語の で、 間、 等、 を し、 ポー

トは 語の で 援を し、 にいる

間 士で を す。



ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学 ・ 学講
教

放射線医学県民健康管理センター教

の「県民健康調査」国際シンポジウムは、

2019（平 ３１）年の １ ら て６

の開催 た。 １ の開催 前にも、福島

県立医科大学 協 機 の主催で くの国際

会議 ン レンスが開催された。 れは

２０１１（平 ２３）年の 日本大 は大津

発事 を い、国際 を一 に

た。本学は、 に れた福島

県民の 精神 健康 ー に

に した。また、 れ れに 人 、

つ がりを して ーバ オー

ンスに けて 報を発 した。

「 日本大 はさら る の前 れ

の 」 中が 安に ていた。

ージーランドは、 日本大 発 の の

３ 間前の２０１１（平 ２３）年２月２２日に大地

に れ 大 を けているし、

2010（平 ２２）年の イ 地 は、２２

7000 人 の を た２００４（平 １６）年

のス トラ島 地 ・インド 大津 に す

る で た ら 。 して、福島の 発事

は、１ ６（ 和６１）年の ノービ 発

事 を さ た。 はこの２つの 事を

の に し 断するの

福島 一 子 発電所 ら放 された放

射 は ノービ りも いに

たた 、外 くを らすこ がで た。

府 に る 、 の 管理に

り内 くをさらに らすこ もで た。

れでも、人 は「 安」に られた。 れが の

に るもので れ、「 安」は健康に

影響を す。

日本大 ら 月も た い に、

福島県「県民健康調査」が発 され、本学に新

された放射線医学県民健康管理センターに

おいて 用が開 された。 機 ら

が福島を れ、 発事 に る放射線に

する健康 の影響について調査を行 た。

調査開 、 ータが ・ され、国

際 の テ に て精査され

て たが、福島 一 子 発電所 らの放射

線 公 生 の健康影響 の間には、

に は れてい い。この点

に しては、 をする人もいる も

しれ いが、国際 ンセン ス（ の認

）が るこ は明ら で、科学 事実を

すこ はで い。

一 、 の生 環境 生 の

に て れる公 生 の健康影響は、福

島県「県民健康調査」に て して調査・

報告され、この は、 に た て県民の

健康 福祉を さ るた の て

いる。 の演 に福島学院大学副学長の内

夫教 、ふくしま連携復興センター理

事 事務局長の 平 が たこ

は、福島の人 に心 の健康をもたらすた

には、本学の 一医療機 けで

するこ はで 、 くの協 が い

こ を している。

これらのこ に する も も

く も１つの点では で ている。 れ

は、 に れた人 、 して の

で した人 の 援はま てい

い い こ 。 た は福島の教 を日本、

して い、新た い け の

を し がら、 に けていく。

司会所

で れ
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